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※概要（Summary）： 

 本研究では，軟 X 線や真空 UV 光を用いたエレクト

レットの荷電に取り組んでいる．軟 X 線や真空 UV 光

を用いることで，これまで難しかった組み立て後のデ

バイス内部や高アスペクト比のトレンチ壁面にエレ

クトレットを形成することが可能になり，新しい構造

や発電原理を有するエレクトレット振動発電器の開

発への見通しが得られた． 

 
※実験（Experimental）： 

 荷電実験用基板の作製に際し，高速大面積電子線描

画装置とマスク・ウェーハ自動現像装置群，ブレード

ダイサーを利用した．軟 X 線や真空 UV 光を照射する

ことでガス中にイオンを発生させ，そのイオンを利用

して基板上に作製したCYTOPやパリレンなどの誘電

体膜に荷電を行った． 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

 軟 X 線や真空 UV 光を用いる事で（図１），これま

で難しかった組み立て後のデバイス内部や高アスペ

クト比のトレンチ壁面にエレクトレットを形成する

ことが可能になった．特に，Xe ガス中では空気中に

比べ 12 倍の速度で荷電できることがわかった（図２）．

これにより，新しい構造や発電原理を有するエレクト

レット振動発電器の開発への見通しが得られた．  

 

※ その他・特記事項（Others）： 

（用語説明）エレクトレット：半永久的に電荷を保持

した誘電体，軟 X 線：気体に吸収されやすい 10keV

以下のエネルギーを持つ X 線，真空 UV 光：気体に吸

収されやすい 200nm 以下の波長を持つ紫外線． 

 
Fig. 1 Through-substrate soft X-ray charging of 
electrets embedded in MEMS devices. 

 
Fig. 2 Ionization current vs. bias voltage for four 
gases under high and low flux conditions. 
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